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講 演 妻 ・旨

、學名と術語の 解釋殊にその組立法詳謝
）

田 中 茂 穂 SHIGEHO　TANAKA ・

　演題に は術語 の 代 りに擧語 とあるが ， 學名と術語と を
一

所 に した も∫D を墨語 と私 自身の 命

名した もの で あるか ら，爰 に擧げる通 り術語 と改め る事 とする。學名 とは普通 に 動物や植物の

學 名で はそ の 馬 （亜疉を含み）と種 （亞種 を含み ）との 羅甸名叉 は羅甸化 した名稱を云 ふの で

あつ て
， 凡 て の 文 明諸國で通 用す る もの で ある。併 し之 を廣 く考へ る と ， 醫學上 の 叉 は藥學上

の
， iiの 他種 々 の 名稱の 同様 に して ある もの 犂含め る事が 出來る。術語とは各種の 専門學科

で 普 く用ぴ る語で ， 之を前の や うに羅甸語叉 は羅甸化 した語 と し，各國共に通用 す るや う に

す る と
， 學名とな る の で あ るが ， 術語で は之程迄に高度に羅甸化 しな い もの で ，之に は各國に

於て 一つ の 事柄に 對 し ， 數樣 の 表は し方 もある。例 へ ば英語で は 「動物學 」 の 術語は zeology

で
， 佛蘭西語で は zoologie で

， 獨逸語で は Zoologie又 は Tierkunde で ある。之を ioologia

と 云 ふ と學名とな る。我國で は動物學 と云 ふ。Tierkundeや 「動物學」 の 語 は決 して 普通語 と

見る ぺ きで な く，
矢 張 り術語で あるが ， 普通語 と も云 ぴ 得 る。爰 に術語 と武 ふの は zoolog ｝

’
や

zeolGgie （獨逸語で は Zoologie）の や うに學名で はな くて ， 學名に近 づ い て ゐ る もの だ け を云

ふ事 にす るか ら， 之等は羅甸語や 希臘語 （之 は現代希 臘語で はな く， 古代希臘語 の 事 で あ る。

以下 ， 常に 同 じ）の 構成要素を含ん で ゐ る。．

　學名の 構成に 關 して は外國の 辭典や それ ぞれ の 專門書 に も多 く載せ て あ るが ， 何 れ も構 成

要素を舉げ る に 留ま り， 毫 も構成法を読明 して な い 。 それ は歐米で は希臘語 や羅甸語の 交法

を學生 tc　njへ る場合が 多い 爲め で あるth それ故我 國で は學語 を見て ，その 構成要素 IC分解 する

事 も出來な い し， 之 を造成す る事 も困難で ，偶 々 之が 出來て も誤 つ た新語の 出來上が つ て ゐ る

場合が 多い
。 歐米人は羅甸語文 法には相當熟逹 して ゐるが ， 希臘語に はそ の 域に 逹す る もの

が 少な く，
Swainson はそ の 著 ，

「魚類兩棲類及び爬蟲類の 自然史及び分類史」 に 於て 多く新麝

を造 つ て ゐ るが ， 多 くの 誤 を散見す る。 GO ｝ITHER はそ の 著魚類 目録に 於 て 氣付ける儘に 訂正

して あるが ， 近頃は命名先取權が八 釜 し くて 誤はそ の 儘で 置 く事 とな つ て ゐ る
。 それ は誤を訂

正 する と ， 同名異種が 出來 ， そ の 爲 め之 を 更に 新名に變へ る必要が あ る爲め で あ る
。 併 し私 は誤

を學 術上 に認 め るは好 ま しくな い か ら， 氣付け る儘 に訂正 し， 同名異種が 幽來 て も必 しも薪名

を案出す る必要はな い と思 つ て ゐ る 。 羅甸語 や希隙語か ら造つて も， 之 を羅甸化する の で ある

か ら ， 羅甸語 叉 は 希臘語その 讎で な ければ之等 の 辭書に はない 。Webster や Stalldard 辭典に

NL とな つ て 騨 の は之等の締 で あるカ・ ら羅 甸語で 嚴密 ・ 云 噺 羅甸語で 臆 くて 噺 成

1） 、 ll和 十 五 年九 月二 十 八 日 ， 日本動物學會例會講演要 旨

勁 槻學 難 誌，　諺　52 卷，　第　12　號，昭 和　15　年　（194  ）
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療

5

の 學 名の 意味で あ る 。
barbarGus 、職 ds か ら造 つ た擧名 と云 ふの は nen ・c］ass ’iea1“

’
o ］
’ds 佗口

ち羅甸語 ， 希臘語以外 の もの ）鄒 ち英語で も日本語か らで も何れの 國の 語か ら造 つ た もの で

も之 を凡て稱 する ebarbatrous
　words カL ら造 つ た もの は薪成語 を造 る入が直 に その 語源 を設

明すべ き もの で
， それの な い 爲 め從來 誤 られた読明の 付け られた もの や全 く不明に 陥つ て ゐ

る もの もあ る 。
1，・ccent の 誤 も直ぼ さな ければな らぬ ． 希臘語や羅甸譜で はその母暑 の 長短 と

acceen も に は密接の 闘係が あるか ら， 或程度迄 之等 を推察 し得 るが ，
　 bnrbarons　wOrds を入れ

た もの で は之れの わ か らな い 事 もあ る 。

’inton：ttion （accellt の 有無 ）や母音の 晋量 〔長音 と短昔

の 區別）の わか らない 時に は寧ろ便法と して 私 は凡て 短喬に 且つ 凡 て 平音に發昔す る事 ICし

て ゐ る 。 英語な どの書物に は之等 を教 へ た もの も あ るが ， それは西洋の 諸國語の 特質か ら多

少 希臘語や羅甸語と違 つ て ゐ る場合 もあ る。何れ に して も 西洋の 諸園共に 之等 に就 い て 八 釜

し く歡 へ て ゐる L

　 組立 法 に入 る事 とす る 。

一
例 と して zoology を見 る と，之は ZO   n と IegOS（何れ も希臘

語 ）か ら出來て ゐ るが ， 之等 を組み立 て るに は希臘語 は それだ け ， 羅甸語 もそ匙 だけで 組立 て

る べ きもの で ，希臘語 と羅甸語 とを交 ぜ た もの 〈hybrid　componnd 　WQrd と 云ふ ）は忌 むの

で あ る。 さ て zoology の 複合語 を遘 るに は zoon の 語幹 （stem ）zoo と10gosの 語 幹 log を

結 び ， 齔 の 二 つ の 語幹の 間に漣繋字母 0 を挿む。そ の 際最初の 語幹の 絡 1）が ， 母晋で
， 連繋字

母が また母音で あるか ら， 語幹の 方の D を省い て ZOO と云 ふ綴を造 つ て 次 の 語幹 10g
．
o へ

結 ぶ 。 此の 次 に 羅甸語の 接尾綴 ia を加 へ て 羅甸化す る の で あ るが ，
玉ogo の 最後 の 字母が 母

音で
， 次 の 綴 の 最初 も母音 ・（同一字母 で な くと も〉で ある故，10go の 方の （炉 を省 い て i：1 に

結 ん で ZDO 工Q8・iilの 複合語が 出來上が る
。 羅甸語の 語 尾の ia は英語で y に 置き代へ るか ら

英語の zo 〔ilogy がII4di上が る の で ある。

　 語の 組立 て
， 叉 は そ の 分解を究 む る IC は語 の 語根 （roOt ＞，語底 （base）， 語幹 （stem ）を見

る べ き で
， 素入に は語底か ら造 つ た方が 便利に 感ぜ られ る事 もあ る が ， 文法上か らは之れ で な

く， 語 根 と語 幹と を見る必要が ある。之等 は語 を造 る基礎 とな る もの で
， 語根 と語幹 との 同一

の 事が あ ；」， 語 底と語幹 との 同一の 事 もあ る。語は接頭綴 （之れ の な い 事 もあ る）に次 い で 一

つ 叉 はそれ 以 上の 語幹を入れ ， 最後に 接尾綴 を加 へ た もの で
， そ の 構戌要素 を結ぶ瞭 には多

・
くは連繋字母 c を挿入す るが ， 此 の o の 代 むに i を翔 へ る事 菴ある ． 元來琵 の i は o で

あ るべ き もの が音便變化の 規則で i に 代は つ たの で あるが ， そ4しに は羅甸語丈法 に よ るの で

あ る。叉最後の構成要素が 語根で ある事が あ る。

　 zoology の 構 成法は前に逹 べ た．　botany （植物學）の 構成法 を見 る事 と す る 。 之 を墨 名に す

る と
，
botania とな る筈で あ るが ，

　z（，ol。gia も botania 竜羅甸語字典に 出る語で な い か ら， 學

名 と して i薪成 した もの で あ る。botane 「植物 」 （希臘語）の 語幹 botana へ 羅甸語 の 接 尾

綴 ia を加へ
， そ の 際 bot・ana の 最後の a は ia の 重と共に 母苦で あるか ら， そ の a を省

b て ia へ 結ん だ もの で あ る （わ か り易 く云 ふ と ，
　botftne の 語底　botan へ 接尾綴 毎 を加 へ

、た もの と論明 する の で ある 冫。併 し zoelogy の 幽來方 とは少 λ 違 つ て ゐる。同geic造 るに は

phyton 「植物」 （希臘語 〉と IOgOS と ia を結べ ば い N 。實際植物學の英語 として phytology
・を用ぴた例 もあ るがヲ智慣上之 を殆 ど用 ぴ な い

。 獨逸 語で Botaiiik
， 佛蘭 西語で botanique

〈何れ も植物墨の 語 に用 ぴ て ゐ る ♪ と云 ふ の ・は bot・aniCOS 　i◎90S と云 ふ 意味で ， 之 を羅甸

レ
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化す る と ，
botanica　scien 漁 （羅甸語に scientia は あるが ，

　botanica は ない ） と な る か ら．

佛蘭西語の b ・tanique （形容詞 ， 次 い で 名詞 と もな る ）が現 はれ ， …ftKnで 獨逸語の B ・t・hik

が 出來た もの で あ ら う。形容詞は往 々 に して名詞の 役 をす るの は英語 ， 獨逸語等に限 らす希

臘語 に も羅甸語 に もあ る の で あるか ら， 英語の botany よ り も bdtanique や Bo七衰nik は よ

く出來た語 で あ る （形容詞が 名詞 と な る 時には複數形叉 は複數の 意昧 とな る場合が 多いが ，

此場合の 如 く單數 と し て 用 ひ られ る場合 もある ）。

　動物や植物の 學名は屬名 （亞 疉名 も）と種名 （亜 種名〉も單數 で あるが ， それ 以 上の 群名

は複數で ある 。 動物の 科に は idae を ， 亜科名に は inae を ， 植物では科名に aceae を ， 亞科

名に oideae を加 へ て あるが ， 之等 は複數形女性名詞で あ る。日名で も， 綱名で も， 叉 門名で

も ， 界 名で も複 數形 で あるか ら， 動物界は anhn ｝d で な く，
animalla で ， 植物界は plantn で

な く、 plantae で あ る。 門名 p賦 Ozoa は複數で あるが ， 英語化 して protOzoan とす る と單數

形で あつ て 之を用ぴ る場合 もあ るが ， その 時 に は門の 名稱で は ない 。之等 の 日 （亜 員を含み ）

以上の 群名は科名 に 於 け るが 如 く名詞 の 事 もあるが ， 多 くは複數 申性形容詞 で ， 赱 を名詞 に

取扱つ て ゐるが ， 申性で な く， 男性 叉は女牲に なつ て ゐ る事 もある。

　 屬名や亞 羈名は必す單數の 名詞で ある e 之等 に形容詞 を用 ぴ られた場合 もあるが，形睿詞で

あ る と ， 多 くは複數の 意味 となるか ら之 を名詞 と して 用 ぴ な Ni’iが い 、。それ 故 Productlug．な

る屬名 は形容詞 ， 否 な實は過去分詞 で あ つ て ， 單數 形で あ るか ら， 之を屬名とす るは不適當で

あ る 嚇は既 に 萬國命名規約 に も載せ て あ る。龝名 （亜 種名 も）は 名詞で あ る屬名 （亞 屬名で は

な い ）を詮明す る役 目をす る の で あるか ら，主と して 形容詞 （現在分詞 や過去分詞で もい
幽
」 ）

で ある。併 し形容詞の 役 目をす る他の 品詞 で もい S 。即ち同格の 名詞叉は持格 の 名詞で もい

L 。希臘語 と羅甸語
・
の 名詞に は中性 の もの で も往 々 性 を持 つ て ゐ るか ら，種名を2zlc合はせ る

に 欝つ て ，形容詞の 場合に はそれぞれ の 性 に 合はせ ねばな らぬ 。それ故屬名の 變更 の 爲めその

性が變はる とその 都度形容詞たる種名はその 性 に合 はせ ねばな らぬ
。 然 るに 同格の 名詞叉は

持格の 名詞で あれ ば形容詞 で ない 故，島名の 性が變 は つ て もそ れ に 應 じて 性 を合はせ る必要

は な い 。叉 種名に希臘語の 形容詞 を付け るとす ると ， 語尾 を羅甸化 しなけれ ば な らぬ か ら
，此

揚合は成るべ く希臘語の 形容詞 を 付 けな い 事 と し， 專 ら羅甸語の 形容詞 を用ぴ るが Vi　N　．
’
羅

甸語の 形 容詞は 二 組 あつ て ， 第一組 は第二變化及第一
變化 （第一

變化 及び第二 變化 と云 はな

い 方が い 9 で
， 過

．
去分詞 も之 に入れ るべ き もの で ある。第二 組は第三變化で ある c 第一組は

男性， 女性 中性 に よ つ て 語尾が變は ll　7 その 中の 第二 變化は男性 と中性 の 變化 を ， 第一變化

は女性の 變化を示 す もの で ある、第二 組即ち第三 變化は三通 りで ，男性 ， 女性 ， 中性 に よつ て

語尾の 變は る もの ， 男性 と女性 とは語 尾の 同 じもの ，何れの 性で も語 尾の 變は らな い もの と あ

る 。 性 に よ つ て 語尾の 變は る もの は頗 る少 な く， 例 へ ば acer （男性），
　ftct

’is（女性），
　 acre （中

性 1 「鏡 き」 で ， 男性 と女性 との 性の 語尾の 同一の もの は 多 く， 例 へ ば shniilis （男性，女性 ），

siniile （中性）「同樣の 」 で ある。性に よつ て 語尾の 變は らな v ・ もの は audax （勇敢な ）な どで
，

叉 た現在 分詞 も此中に入 れ るぺ き もの で ある 。例 へ ば irritAnsな る種 名は現在分詞 で ある。同

格の 名詞の場合には そ の 屬名と性が違 つ て い て もい N 。持 格の 名詞は人名が 多い が ， 人名を羅

甸化 する と ， そ の 主格男性の 時
’
に は語尾 に ius を村 夙るの で あ るか ち，

、持 格とするとそ の 語
　 　 　 　 　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tt
尾に はii （i を二 つ 付 ける．）を付 け て も i ← つ の i を村け る ）を付 けて もい ・s

。 昔は iiを

，

●
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付け た場合が 多か つ たが 近頃 は i を付け る人が 多い 。併 し私は iiの 語尾が ib　 N と思ふ ，　tc　N
“

例へ ば箕作の 性 を持格に す る と，mitsukurili （i三 つ ）とな るが ， 斯樣な場合は最後の i一 つ

を省け ば if とな る。之は文法上 か ら （前に述 べ た通 り）許 され る。 さ うす る と入名の 持格で

は語尾が 常に iiとなつ て 都合が い 丶 。近頃で は新種名を付 けた 入の 發表の如何に よつ て
， そ

れ を守 b ， 爲 めに i と ii と を使 ぴ分けて ゐ るの を往濯 に 見受け るが ， 之はつ まらな い 事 と私

は 思ふ ，

　屬名や 亜 驕名は單數主格の 名詞 で あるが ， 主 と して 希臘語や羅甸語 か ら揖來 Z
．
ゐ る 。 希臘．

語 の 名詞 には三 つ の
， 羅甸語に は五 つ の 變化が あ るが ， 其第五變化の 名詞は少ない 。 希臘語 に

就 い て は一 と先づ 省い て 羅甸語に 就い て 考 へ ると ， 第一變化で は （此 の 處で は單數主格に就

い て 云 ふ 〉語 尾は ・a で
， 多 くは女性 で あ るが ， 中に は男性 もある。例 へ ば agricola 「農夫」は

實際は男 も女 もあるが ， 性 は男 と な つ て ゐ る et
・alpa 「モ グ ラ 」 は屬名 と もな つ て ゐ るが ，普通

に は女性で ， 男性 と して も用 ぴ られ る。學名 と して は Talpa　alnericam な ど 」云ふ か ら， 女

性 に取扱1漁 て ゐ る．語 尾の a．は 第三 變化に もあつ て ，跳場合は 中性
下
6 ， 例 へ ば st／・ma 　rn 」

は 中性で ある 。 夊 た第二 變化の 内 ， 複數申性の 主格の 語尾 と もな る。第二 變化は us で 絡 る時

は多 くは 男挫で 、
職1m で 絡る時は必す 中性で ある ．

us の 場合は女性 の 事が ある。　 Pinus　de］isi ・

ilGエa を見る と ， 種名は名詞 の 持格の や うで あるが ， さ うで は な く，
　densiflorusな る形察詞の

女性で ある。そ躍Lは Pinus が 男性で な く女性で あ る爲めである
。 第三 變化の 名詞は多 く， 語

尾で 性の 稍 如 bか る もの もあるが ， 例 外 も多 い 。例 へ ば 弓
，

or
，
6s

，
　erl　es の 語尾の もの は 多 く

は 男性 ，
d6

，

　 gb，
三b，誌 、

　Fsl　is
，

酌
，
　ys，

　x ，一 つ の 父音 十 s の 語尾の もの は多 くは女性 ，
　a ，　e，

i
， y ，

　e
， い ・，

　 t， ・r，
　Ul・，　 1・・． の 語尾の もの は 多 くは中性で ある ． 第四變化で 語尾 の u ・ の もの

は 男性で あるPt）．例外 と して 女性の もの が あ る。　O の 語尾の もの は凡て 中性で あ る
。 第五 變化

は 凡 て 毳 の 語尾 を持 つ て ゐ るが ， 多 くは女性で
， iSIC男性 に も用ぴ られ る もの が ある 。　a は

第一
變化 ばか りで な い が ， 第一變イ匕の もの が 多 く，

u ・ は第二 變化ばか りで ない が ， 第二 變化

の もの が 多 く，
Um は堂に 第二 蠻化で あるか ら， 普通 に語 尾 の us の 巻の を男性 a の 語尾の

もの を女性 ， ロm の 語尾の もの を中性 と考べ て ゐ るが ，
um の 場合は 正 しい と して

， 他の 場合

は必 しも爰に云 ふ處に當て は ま らない 。

　希臘語で 語尾の iEの もの は羅旬語 よ りも女性 の 場合が 多い 。 希臘語の ornis 「鳥」 は男性

に も女性に も用 ぴ られ る もの で あ るが ，
Apatornis　eeler な ど の 學 名か ら見て

，　Qrnis は男牲 と

見傚 して ある。希臘 語の 形容詞に は混合變化 と稱す る もの が あつ て ，第二二變化 と第一變化 との

外 に第三變化の 格 を持 つ もの が あ る。例へ ば 皿 egas 厂大な る」 t・［1その 爲 め ， 語幹 は mega と

megalo で あ る、それ故 1negal   ps の 時は ITコegRS の 語幹は megalo で ，　 megaphone の 時に

は そ の 語幹は mega で ，爾語幹共に全 く同樣で あ る。．

　科 へ idfte，亞 科 へ inae を加へ る時に は ， 先づ 基準の 屡名の語底 （便利上語幹で な く語鷹

を採る〉 へ idae叉 は inae を加 へ る の で あ る。それ故 Blennius矚か ら造 つ た科名は Blen−

niidae （i は二 つ ）で Blennidae （i 一つ 〉で は な い
。 之が 目名とか ，網名で ある ど 1を

一
つ

に して も い 丶事 が あ る （それ は文法上の 規則 に よる ）が ， 科名 ， 亞 科名で は語底の 最後の 字

母が i の 時 ， 此 iを略 して ぽ い け ない 。往 々 に して ， 科 名，亞科名に此省略せ られ な い
一

つ の

i を省 い た場合が あるが ， 此場合は誤 と認むべ き もの で ある e 語底ば單數持格の 語か ら， 語幹
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は複數持格か ら發 見す るので ある。例 へ ば

主

持

　　　　　 單數

格　　　　poet：a

格 poe七lae

複數

poetae

poeもa ，rum

「
’
詩人」

で あるか ら， poeta の 語底は peet ， その 語幹は poeta で あ る。第三 變化に 於て は語践も語幹

も之 膿 見す るが六 つ か しい・例 へ tt
’
　Bl・nni ・・ 聯 二變蠍 填 ぐ臑 底は bl・n ・ i語 幹

拡 blenni6（此の o は 6で 6 で はな い。．詳細は丈法を見 よ） と云 ふ事が わ か るが t
　Branchio −

stoma の 語底は branchiostomat で 一
寸わか 砂に くい

。 それ故科名を之か ら造 る と Branehio−

stomatidae となる 。 然 る lc　 branchiostoma の 語尾が a で あるか ら之を第一變化 と見傚す と ，

その 語底は branclコi。stOm と な り， 之か ら科名を造 る と Branehiostomidae とな る 。 近頃は 歐

米 tc於 て 後者 を好 む傾向が あるが ， 之は正 しくな V ・。

　Platys 「廣き」1
「扁不 な．：e （形容言司， 希臘語 ）の 語底 platy へ helminthes （helmins 「蠕蟲」

の 複數主格。希臘語）を結ん で
， platyhelminthes が 出來る。それ故 plaレhelminthes は誤で あ

るが ， 從來之 を用 ひ た場合が 多い． ・・m ．1 「絲j 儒 臘認 語底は n ・mnt ）へ helminthes を

結んで nemat −helminthesと なるや うで 英語辭典 に は さ うで は な くて nema −thel−mil1 −thes

と發 昔す と教 へ て あ るが ，之が 寧ろ正 しい ehehnhnthes の 最初の h は 父音で な く，
e の 一

種

の 母昔を示 した符號で あ る。それ故 ，
h で 始まる母 晋が そ の 前へ 來る他 の 語底と結ぶ時に は最

初の h を省 くの が本龍故 ，正 し く書 くと nem ，atelminthes で ある （此 の 語 を用ぴ て あ る場合

もある ）が ，
h を保存す る とする と 上記 の 通 り nemathel −minthes とな る。斯樣 に考 へ る と

platyelmithes が正 しい の で あ るが ，之 を用ぴ 喪 場合は 少 なレ・
e

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　catar ］
’｝lini と catalhini と雨方 を用 ぴ るが ， 前者が 正 しくて

， 之 を多 く用 ぴ る 。 之 は cata

と rhini とを結ん だ の で あるが ，
　 rh の 前に ある母 晋に結ぶ時 に はそ の 母音の 後に r を

一つ

加 へ るの が正 しい 爲 めで ある。

　今迄擧げた もの は動物や植物の 群名で あ つ た。之等か ら離Pttcもの
， 例 へ ば evolut ・io（英語

で eyolution 「進化」），rnetamoTphosis （英語で も羅甸語で も同
一

，

「變態」）な どや藥名 ， 動物
己

學 な どの 學名は何れ も單數で ある
。

　希臘語字母 を羅甸語字母 に居 き代 へ る は一
寸六 つ か しく， 叉 た辭典學者 と丈法學者の 間に

異見か と思はれ る點 もあ る。希臘字母の v は y で置き代 へ る
。 往 た u で 置き代へ た例 もある

が ， 之は誤と云ふ事 に な つ て ゐ る。二 重母 昔の o ひ

．tt正 しく羅甸語字母 に 代へ ると oy で ある

が ， 英語辭典に は Ou となつ て ゐ る。それは ou の 二 重母 昔は羅甸語の 二 重母音 ou と同eCtc
1 ウ ウ」 と發昔す る爲め と思 はれ ， 辭典學者は必ず OU で 置き代 へ て ある 。 併 し正 しき置 き代
へ 方 は OU で な く U で あつ て

， 此場合に は必す長昔で 「ウ ウ 」 と發音す る。

　希臘語字母 を羅甸語字母に代 へ る法則は萬國動物命名規約に もあるが ， 不完全で ある。例 へ

ば R は語の 最初に現 はれ る時は r で な く rh で あ る
。 尤 も此 の 時は 戸 とな つ て ゐ る。α ‘ は

ae で ，　ao は ay で な く au で
，　 St は i で

，
　 Sv は eu で

，
　ot や La は oe で

， 最後 1こ來る oy

は um ，最後に 來 る ・g は us で
，
　 rr は ng で

，
γX は nch で

，
　 rκ は nc で ある。羅甸語

・で は v は ヴで な く，
w 止 同音の 父音で

，羅 甸語字母 に は 冒 はない 。 それ故 ， 我國の ワ 行を

表はす には w で な く v で 表す の が本體で あるが ， 英語などの 固有名詞の
’
w と v とは そ の
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儘それ ぞれ W と V とを用ぴ る 。 我 國の 力 行は k で な く C で 表はすの が ｛く體で あ る （k で

表はす場合 もある）。 ｝は ヤ 行で 發音す る。

　從來數回此問題 に付い て 發 表 した a 今
・回は その 後の 研 究結果を多 く入れて ある。併 し私 に

まだ わか らな い 事が あるか ら， 更に観究 して 見る つ も 1コで ある。何分に も動物擧や 植物學に關

す る此問題は文學か ら進入 した古典學者 に は わ か らな い 事が ある か ら， ど与して も吾 々 の 手

で研 究す る必要が あ る。

　　　　　　　　　　　　　　新　　著　　紹　　介

　　　　　　　　Theodor　JusT： Plant　and 　Animal 　Co エnmunities

　　　　　　　　　 Americau 　 l工idland ）
Tatllralist

，
　Vol，21

，
　 No．1

，
　Jan．ユ939

　本書は ユ93昨 糲 の 幡 馳 i・ gli ・・b・・ に 於て開催 さ れ 礎 物及動猟 會に關する生饌 賭 の

飴 に 於て籔 さ批 1駄 哩 者の 翻 蝶 鍬 規 の で ある．
正 s・c … 朗 湛 地勵 曙 落蹴

て ，・G．］1．　）lcCh．xi 。エ。 ほ海岸生雛 會に 就て ，　F．E ・・E ・ GL ・
・
ii  ・ は淡水生物祉會に就て ・ 」・R ・　eA ・・

」E ・一・・TER

は生活系に就て ，
・H ．・A ．　GLEAS 。礁 植物鱠 鷹 識 蹴 て ， 瓢 ・1・凹 ・ 網 瀧   會 の 單獨的認識に

就て ，
E．　．1．　CIM｝

’
はts．rp系と期 C 。… pl・x 蹴 て ，　A ・E ・E ・ ・R … は沚鱇 逕 瑠 徽 蹴 て ・

　N ．

TI，B。。冊 ｛婿 緻 猟 舗 の 分冬斤蹴 て   こ鳥に 就て ），
・［1］・・P ・HI ・・lt亠

般生態に 於 け る脚 の 分析酌

・
研究蹴 て等 ・輪 謝 鞨 げらaLて 居る

． 繕 の 大い に鰍 偽 る黥 ま舗 の結論 の ある こ と と・ 共れに對

する多數學者 の 論議が引績い て 證 設 Lて あり， 簡單な集鍛で は あるが此れか ら受ける内容ほ引用文献 dis−

C 鵬 §io！｝ とが あるた め非常に豐富となるわけで ある。 （八木誠政）

　　　　、E．　s．　MILLER ： Quantitative　Biological　Spectroscopy
』
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　此 の 本の 著者は ミ ネ ソ タ大學植物學助教授で ある。 今迄に分光學の本は多敷畠て 居るが生物學者に依り

し か も上 掲の 如き郡 で 瞬 れ 規 ・・瞭 い 樣に思s・
。 摺 は 未だ完成 され規 の で なく大學 の G 「a ’

duate　CO 貯 舶 に 居る學生に饗する講義の 原稿を タ イ プ印耡に附 した もの で あるが ， 著者 の 云 つ て る樣に

ttitに愈 な分光器 の 翻 と翻 髄 言己して あ り，第 2 に計算舫 法を記し蕩 3に正確な觀察をなす べ

湘 こ 就て 注灘 嶼 へ られて籠 素螺 ま嬾 に就て 喧 測が詳細 こ言己 るされて あるσ 碓 物を襁 と し

て 分光學的研究を行はむ とす る人 々 に は誠に具い 指導書で あ る と思賜 丙容 も凡て最近 の 問題 とな つ て居

る額 輙 扱つ 曙 る ． 例へ ば ヅ イ … ，
チ け 一 ム

，
一 モ ・

’
P ビ ・ 誘聯 ， 脂訪醗及期 購 鸚

素 A 及 B の 混合物 力 ・ テ ・ イ 嘩 の 混合物娵 扱ひ を行ひ ・ 特に黝 ある の cxモ v
．
＝ y ‘咬 配に 依

つて 生ずる カ ロ テ ノ イ ドの 分光分析 ， 優性ゲ ソ と Endospern1 色素 との 騾係 Endosperm と葉の 色素濃

度との 緜 cr ・，g　pol圭iiコat・i・・鵬 直接の 影響と して F1 葡 告け る 炉 テ ノ イ 粉 變異藻 塘 素 の 1皺

と モ 。 ， シ 髄 量 と の 蘇 に就て F1 の 交醜 によ り得棟 瀕 牧織汲 葉麟 の 艦 激 穫等に關 して 實

驗 の 繕果を記して居るこ とで ， 應用上に も參考と な る書で ある 。 （入木誠政）

NlcoLAs　RAsllEvsKY　： Mathematical 　Bi6physics
，
　Physicomathematical
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櫓 は 効 ゴ輝 贓 部刊行で あるが一
鞭 鉱 年鄰 ある． 齢 を釀 腕 ば激學的生物耀 となる
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